
新たな需要の開拓の見通し（市場性、販路、商品の特性）
◆市場性
日本製ゆかたや和装小物等を好む顧客の中には、日本の伝統を

愛する顧客も多く、ライフスタイルの提案を行うことで、より多くの顧
客を開拓できると見込んでいる。
◆需要の開拓の方針
呉服屋、和装小物店等を主たる販売先とし、既存取引先の他、新

たにBtoB向けに販路開拓を行う。当社直営店や各種伝統工芸品イ
ベント等でBtoC向けにも販売していく。
◆商品の特性
当社の約130年における染色業界での技術やノウハウを活かし、

伝統的注染技法を用いつつ、色落ちしない、そして着心地の良
い商品に仕上げることで、伝統を現代のライフスタイルに合わせ
て展開していく。

事業名：東京本染めゆかたの染色技法、注染を活かした商品の開発と販売

事業概要（地域産業資源の活用）

３類型 鉱工業品 通巻番号 ３ －２９－ ３２０

地域資源名 東京本染めゆかた 認定日 平成３０年２月９日

地 域 東京都葛飾区 所管省庁 経済産業省

地域を挙げた取組と協力者・関係事業者等との連携

所在地：東京都葛飾区立石４－１４－９
Ｈ Ｐ： http://souzou-kan.info/

会社名：東京和晒株式会社
（法人番号9011801003198）

連絡先：ＴＥＬ： ０３－３６９３－３３３３
（代表者） ＦＡＸ： ０３－３６９４－７７８８

【試作品（シャツ）】

東京本染めゆかたの生産組合や地域の関係機関等と密接に
連携体制を継続し、新たな商品の販路開拓、商品開発の協力を
得ていく。また、地域の支援機関からも販路開拓支援や様々な
助言を得つつ連携していく。

地域産業資源「東京本染めゆかた」の染め技法である「注染
（ちゅうせん）」を活かし、着心地や伝統、和装を重んじる層を主た
る顧客としたシャツとエプロンを開発・販売する。

注染は、明治時代に考案され、長く受け継がれてきた世界的に
も稀な伝統的染色技法で、ぼかし染め等、他では表現できない独
特な染色技法である。しかしながら、一般的に色落ちや変退色が
しやすく、アパレル商品を生産する際には、十分に配慮しなけれ
ばならないため、本事業において解決に向けた開発を行う。

【昭和30年代の当社】

【試作品（エプロン）】
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